
平成23年(2011年)12月16日

第 2 3 4 8 号
平成2 3年 1 2月 1 6日
金 曜 日

目 次

規則
○ 埼玉県警察組織規則の一部を改正する規則(警務課)

告示
○ 特定非営利活動法人の設立に係る公告(川越比企地域振興センター)

○ 特定非営利活動法人の定款の変更に係る公告(北部地域振興センター)

○ 特定非営利活動法人の設立に係る公告(NPO活動推進課)

○ 特定非営利活動法人の設立に係る公告(NPO活動推進課)

○ 埼玉県青少年健全育成条例に基づく優良な図書の推奨(青少年課)

○ 川口都市計画生産緑地地区の変更(みどり再生課)

○ さいたま都市計画生産緑地地区の変更(みどり再生課)

○ 朝霞都市計画生産緑地地区の変更(みどり再生課)

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示(商業・サービス産業支援課)

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示(商業・サービス産業支援課)

○ ヨーネ病患畜の発生(畜産安全課)

○ 大串土地改良区の解散(農村整備課)

○ 測量法に基づく公共測量の実施(用地課)

○ 測量法に基づく公共測量の実施(用地課)

○ 測量法に基づく公共測量の実施(用地課)

○ 測量法に基づく公共測量の実施(用地課)

○ 測量法に基づく公共測量の実施(用地課)

○ 測量法に基づく公共測量の実施(用地課)

○ 測量法に基づく公共測量の実施(用地課)

○ 測量法に基づく公共測量の実施(用地課)

○ 測量法に基づく公共測量の実施(用地課)

○ 測量法に基づく公共測量の実施(用地課)

○ 川口都市計画公園の変更に係る図書の写しの縦覧(公園スタジアム課)

○ 指定構造計算適合性判定機関の名称変更告示(建築安全課)

○ 県道行田東松山線の区域変更(東松山県土整備事務所)

○ 開発行為に関する工事の完了公告(川越建築安全センター)

○ 埼玉県建築基準法施行条令に基づく道路の位置の指定(熊谷建築安全センター)

○ 開発行為に関する工事の完了公告(越谷建築安全センター)

○ 埼玉県教育委員会定例会の招集(教委・総務課)

○ 選挙管理委員会の招集(選挙管理委員会)

○ 平成23年12月２日現在における選挙人名簿登録者数の50分の１、３分の１等(選挙管理委員会)

○ 個人演説会等施設の指定取消し(選挙管理委員会)

○ 監査結果の公表(監査第一課)

○ 監査結果の公表(監査第二課)

電子県報システム 定期号

2011/12/14file://\\10.1.1.21\d$\Ekoho\A01\BA00\houbun\e-koho\Kohobunsyo\day\20111216.html



規  則 

埼玉県警察組織規則の一部を改正する規則をここに公布する｡ 

平成23年12月16日 

                     埼玉県公安委員会委員長 岩 間   志 

埼玉県公安委員会規則第８号 

   埼玉県警察組織規則の一部を改正する規則 

埼玉県警察組織規則（昭和50年埼玉県公安委員会規則第１号）の一部を次のように改正す

る。  

第55条第２項第２号中「及び警察本部蕨留置施設」を「、警察本部蕨留置施設及び警察本部

寄居留置施設」に改める。 

   附 則  

 この規則は、平成24年１月５日から施行する。 



告 
 

示 

  
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
非

営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
、
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
定
款
、
役
員
名
簿
、
設
立
趣
旨
書
並
び
に
設
立
当
初
の
事
業
年
度
及

び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
を
申
請
の
あ
っ
た
日
か
ら
二
月
間
、
県
民
生
活

部
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課
及
び
埼
玉
県
川
越
比
企
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法
並

び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http://www.

saitamaken-npo.net/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
九
日 

二 

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
バ
ン
ブ
ー
パ
ル 

三 

代
表
者
の
氏
名 

竹
本 

啓
司 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
川
越
市
南
大
塚
三
丁
目
十
一
番
地
十
七 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
、
要
支
援
や
要
介
護
を
必
要
と
す
る
者
や
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

立
し
た
日
常
生
活
が
営
め
、
社
会
参
加
や
社
会
復
帰
が
出
来
る
よ
う
、
ま
た
、
介
護
を
担
う
者

の
負
担
軽
減
が
行
え
る
よ
う
在
宅
介
護
支
援
活
動
を
行
い
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
地
域
と
共
に
助
け
合
い
、
安
定
し
た
暮
ら
し
を
得
ら
れ
る
地
域
社
会
の
構
築
に
寄
与

す
る
「
新
し
い
公
」
を
目
指
し
て
運
営
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
六
十
三
号



告 
 

示 

  
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定

款
の
変
更
の
認
証
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
、
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提

出
さ
れ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
変
更
後
の
定
款
を
申
請
の
あ
っ
た
日
か
ら
二
月
間
、
県
民
生
活
部
Ｎ

Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課
及
び
埼
玉
県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法
並
び
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http://www.saitama

ken-npo.net/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
二
日 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

 
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人North East Japan Study Group 

三 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

小
林 

国
彦 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
深
谷
市
東
方
三
千
二
百
七
十
六
番
地
十
七 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
、
肺
癌
や
胸
部
悪
性
疾
患
に
関
す
る
多
施
設
臨
床
研
究
及
び
臨
床
に
役
立
つ
基

礎
的
研
究
を
行
い
、
肺
癌
や
胸
部
悪
性
疾
患
の
診
断
及
び
治
療
の
進
歩
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。 

 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
六
十
四
号



告 
 

示 

  
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
非

営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
、
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
定
款
、
役
員
名
簿
、
設
立
趣
旨
書
並
び
に
設
立
当
初
の
事
業
年
度
及

び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
を
申
請
の
あ
っ
た
日
か
ら
二
月
間
、
県
民
生
活

部
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法
並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（

埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http://www.saitamaken-npo.net/

）
）
に
よ
り
縦
覧

に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
七
日 

二 

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
春
来
の
里 

三 

代
表
者
の
氏
名 

長 

崎 

達 

也 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
北
浦
和
三
丁
目
十
九
番
二
十
三
号 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
、
主
に
中
高
年
齢
者
を
対
象
と
し
て
、
ふ
れ
あ
い
と
健
や
か
な
生
活
の
た
め
の

ス
ペ
ー
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
趣
味
・
イ
ベ
ン
ト
活
動
な
ど
に
よ
り
、
中
高
年
齢
者
が
豊

か
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
創
造
す
る
こ
と
で
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
六
十
五
号



告 
 

示 

  
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
非

営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
、
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
定
款
、
役
員
名
簿
、
設
立
趣
旨
書
並
び
に
設
立
当
初
の
事
業
年
度
及

び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
を
申
請
の
あ
っ
た
日
か
ら
二
月
間
、
県
民
生
活

部
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法
並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（

埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http://www.saitamaken-npo.net/

）
）
に
よ
り
縦
覧

に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
九
日 

二 

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
会 

三 

代
表
者
の
氏
名 

田 

山 

淳 

朗 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
久
喜
市
久
喜
東
三
丁
目
三
十
四
番
七
号 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
、
青
少
年
に
対
し
、
ボ
ク
シ
ン
グ
の
振
興
を
行
う
と
と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
青
少
年
の
心
身
の
健
全
な
発
達
を
図
り
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
六
十
六
号



告告告告    
    

示示示示    
        

埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
五
十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
八
号
）
第
十
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
特
に
優
良
な
図
書
と
し
て
、
次
の
と
お
り
推
奨

す
る
。 平

成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

     

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
六
十
七
号



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

   

推
奨
番
号  

 
 

対 
 

象 
 
 

 
 

 
 

書 
 

 
 

 
 

名 
 
 

 
 
 

著 
 

者 
 

名 
 

等 
 
 
 

発 

行 

所 
 

 

一
三
五
九  

高
校
・
青
年 

 

セ
カ
ン
ド
チ
ャ
ン
ス
！ 

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
セ
カ
ン
ド
チ
ャ
ン
ス
！  

新
科
学
出
版
社 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



告 
 

示 

 
 

 
川
口
市
か
ら
川
口
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の

で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
環
境
部
み
ど
り
再
生
課
に
お

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

       

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
六
十
八
号



告 
 

示 

 
 

 
さ
い
た
ま
市
か
ら
さ
い
た
ま
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を

受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
環
境
部
み
ど
り
再

生
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

       

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
六
十
九
号



告 
 

示 

 
 

 
朝
霞
市
か
ら
朝
霞
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の

で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
環
境
部
み
ど
り
再
生
課
に
お

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

       

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
七
十
号



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

と
り
せ
ん
加
須
浜
町
店 

 
 

 

埼
玉
県
加
須
市
浜
町
十
四
―
一
外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 

（
変
更
前
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 
一
〇
七
台 

 
 

 

（
変
更
後
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

九
〇
台 

 
 

 

駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数
及
び
位
置 

 
 

 

（
変
更
前
）
出
入
口
の
数 

五
か
所 

位
置 

図
面
省
略  

 
 

 

（
変
更
後
）
出
入
口
の
数 

三
か
所 

位
置 

図
面
省
略 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
四
年
七
月
三
十
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
九
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
四
月
十
六
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
利
根
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
四
月
十
六
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
七
十
一
号



 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

エ
ミ
オ
狭
山
市 

 
 

 

埼
玉
県
狭
山
市
祇
園
四
―
五
十
五 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
変
更
前
）
（
仮
称
）
狭
山
市
駅
新
商
業
施
設 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
狭
山
市
入
間
川
一
丁
目
二
千
七
百
九
十
二
番
地
の
一 

 
 

 

（
変
更
後
）
エ
ミ
オ
狭
山
市 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
狭
山
市
祇
園
四
―
五
十
五 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人 

 
 

 

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

（
変
更
前
）
未
定 

 
 

 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
い
な
げ
や 

代
表
取
締
役
社
長 

遠
藤
正
敏 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
都
立
川
市
栄
町
六
―
一
―
一 

外 

計 

九
者 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
三
年
六
月
八
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
九
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
四
月
十
六
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
七
十
二
号



 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
四
月
十
六
日
ま
で 

 

ロ 
意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告 
 

示 

  
家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
次
の
と
お
り
患
畜
等
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

      

ヨ
ー
ネ
病 

牛 

伝
染
病
及
び 

家
畜
の
種
類 

患 

畜 

患 

畜 
及 
び 

疑
似
患
畜
の
区
分 

一 
頭 

頭
数
又
は 

群 
 

数 

熊
谷
市 

発
生
場
所
又
は 

区 
 

 
 

域 

平
成
二
十
三
年 

十
二
月
八
日 

発
生
年
月
日 

殺
処
分 

処 

置 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
七
十
三
号



告 
 

示 

  
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
六
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
土
地
改
良
区
の
解
散
を
平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
四
日
認
可
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

名 

称 

 
 

大
串
土
地
改
良
区 

二 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

比
企
郡
吉
見
町 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
七
十
四
号



告 
 

示 

 
 

 
測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
入
間
郡
毛
呂
山
町
長
井
上
健
次
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実

施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九

条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

入
間
郡
毛
呂
山
町 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
空
中
写
真
撮
影
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

入
間
郡
毛
呂
山
町 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
三
年
六
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
十
六
日
ま
で 

      

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
七
十
五
号



告 
 

示 

 
 

 
測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
越
谷
市
長
高
橋
努
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の

通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

越
谷
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
用
地
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

越
谷
市
大
字
大
吉
、
向
畑
地
内 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
月
三
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
八
日
ま
で 

      

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
七
十
六
号



告 
 

示 

 
 

 
測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
三
郷
市
長
木
津
雅
晟
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨

の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

三
郷
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
空
中
写
真
撮
影 

撮
影
縮
尺
一
万
分
の
一
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

三
郷
市
全
域
（
三
○
・
一
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
） 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
三
年
八
月
十
七
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
十
六
日
ま
で 

      

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
七
十
七
号



告 
 

示 

 
 

 
測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
戸
田
市
長
神
保
国
男
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨

の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

戸
田
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
四
級
基
準
点
設
置
・
境
界
取
付
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

戸
田
市
地
内 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
三
年
九
月
二
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日
ま
で 

      

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
七
十
八
号



告 
 

示 

 
 

 
測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
志
木
市
長
長
沼
明
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の

通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

志
木
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
空
中
写
真
撮
影
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

志
木
市
内 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
三
年
九
月
十
六
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
六
日
ま
で 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
七
十
九
号



告 
 

示 

 
 

 
測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
さ
い
た
ま
市
長
清
水
勇
人
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す

る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

さ
い
た
ま
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
一
級
水
準
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

さ
い
た
ま
市
全
域 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
月
七
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
三
日
ま
で 

      

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
八
十
号



告 
 

示 

 
 

 
測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
群
馬
県
知
事
大
澤
正
明
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る

旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

群
馬
県 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
空
中
写
真
数
値
図
化
に
よ
る
現
況
平
面
図
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

熊
谷
市
善
ヶ
島
、
大
野
、
弁
財
、
葛
和
田
、
俵
瀬
、
行
田
市
北
河
原
、
酒
巻 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
月
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
九
日
ま
で 

      

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
八
十
一
号



告 
 

示 

 
 

 
測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
埼
玉
県
秩
父
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
尾
上
吉
広
か
ら
次
の
と
お

り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十

八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

埼
玉
県
秩
父
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
確
測
基
準
点
測
量
・
確
定
測
量
図
作
成
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

秩
父
市
下
吉
田
地
内 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
七
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日
ま
で 

      

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
八
十
二
号



告 
 

示 

 
 

 
測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
川
口
市
長
岡
村
幸
四
郎
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る

旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

川
口
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
道
路
台
帳
図
等
補
正
測
量
作
業 

川
口
市
赤
山
地
区 

三
級
基
準
点 

三
十
六 

 
 

点
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

川
口
市
赤
山
地
区 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日
ま
で 

      

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
八
十
三
号



告 
 

示 

 
 

 
測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
本
庄
市
長
吉
田
信
解
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨

の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

本
庄
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
・
出
来
形
確
認
測
量
原
図
作
成
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

本
庄
市
児
玉
南
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
十
一
日
ま
で 

      

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
八
十
四
号



告 
 

示 

 
川
口
市
か
ら
川
口
都
市
計
画
公
園
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市

計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
公
園
ス
タ
ジ
ア
ム

課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

           

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
八
十
五
号



告 
 

示 

  
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
五
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
、
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
か
ら
名
称
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の

と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
知

事
第
四
号 

指
定
番
号 

一
般
財
団
法
人
ベ
タ

ー
リ
ビ
ン
グ 

変

更

後

の

名

称 

財
団
法
人
ベ
タ
ー
リ

ビ
ン
グ 

変

更

前

の

名

称 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
一

日 名

称

の

変

更

日 

埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
八
十
六
号



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
十
七
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長 

水 

村 

正 

和 

一 

道
路
の
種
類  

県
道 

二 

路

線

名  

行
田
東
松
山
線 

三 

道
路
の
区
域 



 

新 旧 

旧 

新 
別 

東
松
山
市
大
字
松
山
字
聖
天
久
保
二

四
四
九
番
一
地
先
か
ら
同
市
大
字
松

山
字
加
平
土
腐
二
五
五
〇
番
一
地
先

ま
で 

区 
 
 
 

間 

 

一
一
・
四
四
～
二
三
・
一
三

 

一
〇
・
二
八
～
二
三
・
一
三

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

三
〇
九
・
八
三 

 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

歩
道
を
新
設
す
る 

た
め
の
道
路
区
域 

変
更 

備  

 

 

考  



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
百
四
十
五
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
一
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
三
〇
〇
一
一
〇
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
二
日 

 
 

川
建
セ
第
二
三
〇
〇
八
二
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
大
字
福
田
字
馬
場
裡
二
一
五
二
番
三
、
二
一
五
二
番
四
、
二
一
五
五

番
五 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
む
さ
し
台
二
丁
目
二
七
番
地
一 

フ
ァ
ミ
ー
ユ
Ⅰ
│
２
０
１
号 

 
 

堀 

口 

静 

弘 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
十
五
号 

 

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ

り
、
道
路
の
位
置
の
指
定
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

寺 

内 

盛 

幸 

   



第
熊
五
号 

指

定 

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
五
号 

指
定
道
路
の
種
類 

平
成
二
十
三
年
十
一

月
十
七
日 

指
定
の
年
月
日 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
富
田
字
峯
ヶ
谷
戸
一
三
九
八
番

八
、
一
三
九
八
番
十 

指

定

道

路

の

位

置 

七
十
六
・
九
七
メ
ー
ト
ル 

指

定

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

六
・
〇
メ
ー
ト
ル 

指

定

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
千
六
十
七
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

橘 
 

 

裕 

子 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
三
年
七
月
一
日 

 
 

指
令
越
建
セ
第
一
一
二
三
〇
〇
〇
九
〇
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
四
日 

 
 

越
建
セ
第
三
四
五
―
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
大
字
須
賀
字
上
堤
千
五
百
六
十
一
番
一 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
久
喜
市
吉
羽
一
丁
目
三
十
一
番
地 

メ
ゾ
ン
・
ド
・
ル
ミ
エ
ー
ル
二
〇
一 

 
 

加
藤 

芳
文
、
加
藤 

範
子 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
教
委
告
示
第
四
十
八
号 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

之
平 

伸 

一 
 

 
 

一 

日
時 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
一
日 

午
前
十
時 

二 

場
所 

 
 

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号 

 
 

埼
玉
県
教
育
局
教
育
委
員
会
室 

三 

議
題 

 
 

当
面
す
る
教
育
関
係
諸
問
題
に
つ
い
て 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
選
管
告
示
第
百
六
十
三
号 

 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

加 

藤 
 

 

憲 
 

 
 

一 

日
時 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
九
日 

午
後
四
時
三
十
分 

二 

場
所 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
室 

三 

議
題 

 

 

イ 

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
規
定
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
指
定
に

つ
い
て 

 

ロ 

そ
の
他 

    



告 
 

示 

 
埼
玉
県
選
管
告
示
第
百
六
十
四
号 

  

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
日
現
在
の
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七

十
四
条
第
一
項
、
第
七
十
五
条
第
一
項
、
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第
八
十
条
第
一
項
、
第
八
十
一

条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
並
び
に
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
お
け
る
選
挙
権
を
有
す
る
者

の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
、
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に

三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
及
び
三
分
の
一
の
数
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日 

                     
 

 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

加 

藤 
 

 

憲 
 

 
 

一 

地
方
自
治
法
第
七
十
四
条
第
一
項
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項
に
お
け
る
選
挙
権
を
有
す
る
者

の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数 

一
一
七
、
二
六
五
人 

二 

地
方
自
治
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
並
び
に

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
一
項
に
お
け
る
選
挙
権
を
有
す

る
者
の
総
数
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一

を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数 

一
、
〇
四
三
、
八
六
八
人 

三 

地
方
自
治
法
第
八
十
条
第
一
項
に
お
け
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数

（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て

得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
） 

 
 

 

選
挙
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

数 

 

南
第
一
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
五
、
〇
四
〇
人 

 

南
第
二
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
四
二
、
八
五
四
人 

 

南
第
三
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
三
、
〇
三
五
人 

 

南
第
四
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
七
、
八
三
八
人 

 

南
第
五
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
〇
、
二
三
六
人 

 

南
第
六
区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
二
、
三
六
二
人 

 

南
第
七
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
五
、
八
二
九
人 

 

南
第
八
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
五
、
三
〇
五
人 

 

南
第
九
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
九
、
四
五
五
人 

 

南
第
十
区 
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監 査 の 結 果 

 

１ 監査の概要 

（１）監査の対象団体及び実施時期 

   埼玉県が資本金等の４分の１以上を出資している団体（出資団体）及び公の施設の管理 

  業務を委託している団体（指定管理者）について監査を実施するもので、このうち出資団 

  体１団体、指定管理者６団体７施設について、平成２３年７月から平成２３年１０月まで 

  の間に実施した。 

（２）監査の対象事項 

  ア 平成２２年度の出資団体における出納その他の事務 

  イ 平成２２年度に埼玉県が委託した公の施設の管理業務に係る出納その他の事務 

 

２ 監査の結果 

  監査対象団体別の監査の結果は、次のとおりである。また、指摘事項及び注意事項以外の 

 軽微な不当事項等については、監査対象団体及び所管部局にその都度注意した。 

 

 ・ 指摘事項は、財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理並びに事務の執行が違 

  法又は不当であると認められるもののうち、総合的に勘案して重大であると認められるも 

  の 

 ・ 注意事項は、違法又は不当であると認められるもののうち、指摘事項及び軽微な事項に 

  該当しないと認められるもの 

 

（１）出資団体 

 

監査対象団体 財団法人埼玉県消防協会 

所管部局 危機管理防災部 

監査実施日 
職員調査 平成２３年８月１日 

委員監査 平成２３年８月２２日（書面） 

財政的援助等

の内容 

出資金 

 ・県の出資            １００，０００，０００円   

 ・団体の基本財産         ３１８，５３１，８２２円 

 ・県の出資割合                           ３１．４％ 

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 



（２）指定管理者 

 

 

 

監査対象団体 社会福祉法人埼玉県ブルーバードホーム 

所管部局 福祉部 

監査実施日 
職員調査 平成２３年７月２０日 

委員監査 平成２３年８月２２日（書面） 

財政的援助等

の内容 

公の施設の指定管理業務委託料  

 埼玉県立熊谷点字図書館       ４２，４００，０００円   

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

監査対象団体 財団法人公園緑地管理財団 

所管部局 都市整備部 

監査実施日 
職員調査 平成２３年７月２２日 

委員監査 平成２３年８月１１日（書面） 

財政的援助等

の内容 

公の施設の指定管理業務委託料  

 森林公園緑道            １５，２００，０００円   

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

監査対象団体 公益財団法人埼玉県芸術文化振興財団 

所管部局 県民生活部 

監査実施日 

１ 熊谷会館 

   職員調査 平成２３年８月３日 

   委員監査 平成２３年８月２４日（書面） 

２ 埼玉会館 

   職員調査 平成２３年８月４日 

   委員監査 平成２３年９月２８日（書面） 

財政的援助等

の内容 

公の施設の指定管理業務委託料  

 ① 熊谷会館           １０７，０２８，０００円   

 ② 埼玉会館           ２１７，０５０，０００円 

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

監査対象団体 アメニス埼玉グループ 

所管部局 都市整備部 

監査実施日 
職員調査 平成２３年８月１１日 

委員監査 平成２３年８月２４日（書面） 



 

 

 

財政的援助等

の内容 

公の施設の指定管理業務委託料  

 大宮第二公園及び大宮第三公園    ６７，９００，０００円   

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

監査対象団体 松伏町 

所管部局 都市整備部 

監査実施日 
職員調査 平成２３年８月２３日 

委員監査 平成２３年９月７日（書面） 

財政的援助等

の内容 

公の施設の指定管理業務委託料  

 まつぶし緑の丘公園         ２２，０００，０００円   

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 

監査対象団体 株式会社髙橋造園 

所管部局 農林部 

監査実施日 
職員調査 平成２３年９月２２日 

委員監査 平成２３年１０月１４日（書面） 

財政的援助等

の内容 

公の施設の指定管理業務委託料  

 埼玉県みどりの村          １３，２００，０００円   

監査の結果 指摘事項、注意事項は認められなかった。 
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１ 監査結果に関する報告 

 (１) 監査の対象事務    

  平成２２年度・平成２３年度における財務に関する事務の執行、経営に係る事 

 業の管理及びその他の事務の執行 

 

 (２) 監査の対象機関  ８４機関 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (３) 監査実施日 

       平成２３年８月２３日～平成２３年１０月３１日 

 

所管部局 監 査 対 象 機 関 

総務部 川口県税事務所、上尾県税事務所、熊谷県税事務所、行田県税事務所 

環境部 西部環境管理事務所、北部環境管理事務所 

福祉部 南児童相談所、川越児童相談所 

保健医療部  川口保健所、鴻巣保健所、秩父保健所、衛生研究所、衛生研究所深谷支

所、高等看護学院 

産業労働部 計量検定所、産業技術総合センター、創業・ベンチャー支援センター、

川口高等技術専門校 

農林部 秩父農林振興センター、本庄農林振興センター、春日部農林振興センタ

ー、農林総合研究センター、寄居林業事務所 

県土整備部  朝霞県土整備事務所、飯能県土整備事務所、本庄県土整備事務所、熊谷

県土整備事務所、西関東連絡道路建設事務所 

都市整備部  熊谷建築安全センター 

企業局 大久保浄水場、第一水道整備事務所 

病院局 循環器・呼吸器病センター、小児医療センター 

教育局 南部教育事務所、北部教育事務所、北部教育事務所秩父支所、総合教育

センター、総合教育センター江南支所、熊谷図書館、久喜図書館、歴史

と民俗の博物館、近代美術館、大滝げんきプラザ、上尾高等学校、上尾

鷹の台高等学校、上尾南高等学校、桶川西高等学校、川口高等学校、川

口北高等学校、川口工業高等学校、川口青陵高等学校、熊谷高等学校、

熊谷西高等学校、越谷総合技術高等学校、狭山工業高等学校、白岡高等

学校、進修館高等学校、玉川工業高等学校、鳩ヶ谷高等学校、羽生高等

学校、羽生第一高等学校、日高高等学校、深谷高等学校、深谷商業高等

学校、深谷第一高等学校、本庄高等学校、蕨高等学校、川口特別支援学

校、行田特別支援学校、熊谷特別支援学校、越谷西特別支援学校、特別

支援学校羽生ふじ高等学園、深谷はばたき特別支援学校 

警察本部 警察学校、大宮警察署、川口警察署、川越警察署、本庄警察署、熊谷警

察署、深谷警察署、寄居警察署、行田警察署、羽生警察署、岩槻警察署 



 (４) 監査の実施方針 

 事務の執行について、正確性、合規性はもとより、最少の経費で最大の効果を

あげているかという経済性、効率性及び有効性の観点から検証した。 

 

 (５) 監査の結果 

   ア 指摘事項 

 財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理並びに事務の執行（以下

「事務事業の執行等」という。）が、次の各号のいずれかに該当すると認められ

るもの。 

ア) 事務事業の執行等に重大な誤りがあったため、当該事業の是正や今後の改

善が必要と認められるもの。 

イ) 事務事業の執行等において、その効果が極めて不十分なため抜本的な改善

が必要と認められるもの。 

   イ 注意事項 

     事務事業の執行等が次の各号のいずれかに該当すると認められるもの。 

ア) 事務事業の執行等に誤りがあったため、当該事務の是正や今後の改善が必

要と認められるもの。 

イ) 事務事業の執行等において、その効果が不十分なため一層の改善、工夫が

必要と認められるもの。 

 

 監査において指摘事項又は注意事項として認められたものは、次のとおりであった。 

 

ア 指摘事項 

機関・職制名 監 査 の 結 果 

教育局 越谷総合

技術高校 

郵便切手の出納及び過誤納金の還付について、次の点で不

適切であった。 

１ 平成 22 年度に購入した郵便切手を、消耗品出納簿に

誤って 100 枚多く記載した。平成 23 年度に繰り越す際

に 100 枚不足していると誤認し、学校の後援会費で購入

して補充した。 

２ 平成 22 年 1 月に卒業生より収納した証明書交付手数 

 料について、一部還付する必要が生じた。当該年度中に 

 還付出来ずに、そのまま学校の預金口座に約 10 カ月間 

 放置し、平成 22 年度に適切な手続きを経ずに還付した。 

 

 

 



イ 注意事項 

機関・職制名 監 査 の 結 果 

保健医療部 川口保健

所 

 平成 23 年３月に長３封筒（76 千円）と角２封筒（63

千円）を障害者自立支援法に規定する障害者支援施設に発

注した。 

 10 万円以上の契約で、その内容に特殊性がないにもか

かわらず、福祉関係施設であるという理由だけで、一者随

意契約としたことは不適切であった。 

農林部 春日部農

林振興セ

ンター 

 平成 22 年 8 月に「22 南葛第 302 号古利根堰ポンプ場受

電工事契約」（2,944 千円）を締結した。契約書に契約保

証金の納付を規定していたが、納付させなかったのは不適

切であった。 

病院局 小児医療

センター 

 平成 22 年度の時間外緊急呼び出し時タクシー代の資金

前渡の経理について、次の点で不適切であった。 

１ 平成 22 年７月及び８月の夜間に、業務のため出勤し

た職員が利用したタクシー代を、当該職員が一時立替払

した。 

２ 資金前渡担当者は、当該前渡金の精算を翌月５日まで

に行わず、年度末に精算した。また、繰越の手続を行っ

ていなかった。 

３ 当該タクシー代を賃借料ではなく謝金として経理し 

 た。 

教育局 南部教育

事務所 

 管内市立小中学校の県費負担教職員に係る給与等の支

給及び預金利子の払い込みにおいて、以下のとおり著しく

遅延していた行為を是正できなかったのは指導機関とし

て不適切であった。 

１ 平成21年４月21日に資金前渡口座に入金された給与 

 （231,754 円）の支給を失念し、平成 22 年７月 29 日ま 

 で給与が支給されていなかった。これに伴い発生した預 

 金利子の払い込みもされていなかった。 

２ 平成20年４月21日に資金前渡口座に入金された給与 

 （200,000 円）などの支給が遅延した。これに伴い預金 

 利子が発生していたが、２年以上払い込みがなされてい 

 なかった。 

警察本部 岩槻警察

署 

 平成 22 年９月に廃プラスチック類の産業廃棄物処理

（50 千円）を実施したが、「廃棄物の処理及び清掃に関す

る法律」に規定された書面による委託契約を締結しなかっ



たことは、不適切であった。 

警察本部 行田警察

署 

 平成 22 年度の修繕の契約事務について、次の点で不適

切であった。 

１ 平成 22 年７月 28 日付けで自動ドア扉交換修繕 

 （289,800 円）、８月６日付けで自動ドアセンサー交換 

 修繕（210,000 円）の見積書を各々徴取し、修繕した。 

 ２件の修繕は、施工日、施工場所、施工業者が同一であ 

 り、一括発注とすべきであったが、個別に発注した。 

２ 平成 22 年９月に空調冷温水発生器修繕（136,920 円） 

 を行った。契約金額が 10 万円以上であり、複数の相手 

 から見積書を徴取すべきところ、１者のみであった。 

 

 

 


